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愛らしく彩られた雛飾りに笑顔♪（雛のつるし飾りまつり） 
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� 那珂市行政組織図 
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� 那珂聖苑　周辺環境調査 

�� 平成21年中　救急と火災の概況 

�� 農振除外の手続きが凍結されます 

�	 協働のまちづくり　ほか 

�� まちの話題 

�� Information

�� さわやかさん、表紙の裏側　ほか 

平成22年4月1日から 
行政組織が変わります 

市民サービスの向上、 
主体的なまちづくりを目指します 
人事行政の運営等の 
状況を公表します 
市内循環バス「ひまわりバス」が 
4月からスタート！ 
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問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
係

�
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１
１
１
（
内
線
５
１
４
）

　

那
珂
市
の
行
政
組
織
は
、
平
成　

年
１
月

１７

　

日
の
合
併
を
機
に
新
た
な
組
織
と
し
て
ス

２１タ
ー
ト
し
、
３
年
後
の
平
成　

年
４
月
に

２０

は
、
合
併
時
に
は
見
え
に
く
か
っ
た
面
や
新

た
な
課
題
等
に
対
応
す
る
た
め
組
織
の
一
部

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成　

年
３
月
に
は
、
市
の
財

２１

政
状
況
に
対
応
す
る
「
那
珂
市
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し

や
職
員
数
の
削
減
を
図
る
こ
と
な
ど
が
計
画

さ
れ
、
さ
ら
に
社
会
経
済
諸
情
勢
の
変
化
や

政
策
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
簡
素
で
効

率
的
な
執
行
体
制
と
す
る
た
め
、
平
成　

年
２１

　

月
議
会
定
例
会
で
承
認
を
い
た
だ
き
、
新

１２た
な
組
織
と
し
て
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２２

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

変
化
の
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
市
が
新

た
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
や
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
多
様
な
要
望
に
こ
た
え
て
い
く
に

は
、
柔
軟
か
つ
機
能
的
な
市
政
運
営
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
は
こ
の
４
月
か
ら

組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、
グ
ル
ー
プ
制

の
推
進
を
図
り
、
よ
り
市
民
の
立
場
に
立
っ

た
市
政
、
ま
た
、
迅
速
な
行
政
運
営
に
努
め

る
た
め
の
組
織
と
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
り
一
層
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

市
行
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
健
全
財

政
を
堅
持
し
、
市
民
の
要
望
や
行
政
課
題
に

迅
速
・
機
動
的
に
対
応
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

適
応
し
た
取
り
組
み
が
で
き
る
か
ど
う
か
が

重
要
で
す
。

　
「
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」と
い
う

観
点
か
ら
、
課
長
補
佐
級
を
グ
ル
ー
プ
長
と

す
る
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
推
進
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
�
簡
素
で
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
�
の
確
立
を
目
指

し
た
組
織
と
し
ま
す
。
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市
民
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
、
事
務
事
業
の
執

行
に
最
も
適
し
た
体
制
を
柔
軟
に
と
る
こ
と

に
よ
り
、
事
務
配
分
の
合
理
化
、
事
務
の
繁

閑
の
調
整
、
課
内
の
協
業
体
制
の
強
化
、
意

思
決
定
の
迅
速
化
、
視
野
の
広
い
行
政
の
推

進
を
図
り
ま
す
。

　

集
団
型
組
織
に
あ
り
が
ち
な
係
間
の
壁
を

取
り
払
い
、
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
員
の
情

報
の
共
有
化
や
協
働
・
協
業
に
よ
り
迅
速
な

対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
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　「係制」では組織が縦割りになっているため、
係同士の連絡調整がうまく取れなかったり、事
務の配分や繁閑の調整がうまく取れないなどの
欠点がありました。「グループ制」ではこれらの
問題を解決するため、係の枠を取り払い、組織
を横並びにしてグループで行うことにより事務
の効率化を図ります。

那
珂
市
役
所

瓜
連
支
所　

案
内

会議室 書庫 吹　  抜 

会議室 

休憩室 

資料室 

書庫 

倉庫 応接室 教育 
長室 

生涯 
学習課 

学校 
教育課 

２ 階 

瓜連 
支所 

正面玄関 

和室 

書庫 郵便事業（株） 

ロッカー 
室 

書庫 

印刷室 

水道課 

下水道課 １ 階 

係制
課長

課長補佐（総括）
課長補佐
主査（技査）
係長

主幹（技幹）
主事（技師）

等

グループ制
課長

課長補佐（総括）
課長補佐、主査（技査）、係長、主幹（技幹）、主事（技師）等
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【　

新　

設　

】

■
公
共
交
通
対
策
室　

企
画
課
内
に
新
設

し
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
駅
周
辺
の
駐
車
場
お
よ

び
駐
輪
場
の
一
元
管
理
等
を
行
い
ま
す
。

■
環
境
安
全
課　

市
民
生
活
の
安
心
・
安
全

を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
、
環
境
課

と
生
活
安
全
課
を
統
合
し
ま
す
。

■
介
護
長
寿
課　

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

べ
く
、
福
祉
課
の
高
齢
者
支
援
係
と
保
険
課

の
介
護
部
門
を
統
合
新
設
し
、
高
齢
者
福
祉

の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

■
建
設
課　

建
設
、
土
木
行
政
の
一
元
化
を

図
る
た
め
、
道
路
河
川
整
備
課
と
用
地
管
理

課
の
管
理
係
を
統
合
し
、
併
せ
て
課
内
室
と

し
て
地
籍
調
査
や
道
路
用
地
の
取
得
等
の
窓

口
と
な
る
用
地
室
を
設
置
し
ま
す
。

■
建
築
指
導
課　

平
成　

年
４
月
か
ら
開
発

２３

許
可
等
の
事
務
が
市
に
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ

と
に
先
立
ち
、
市
営
住
宅
事
務
と
合
わ
せ
て

新
設
し
ま
す
。【　

変　

更　

】

■
市
民
協
働
課　
「
市
民
と
と
も
に
創
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
市
民
活
動

課
を
、
こ
れ
ま
で
の
４
階
か
ら
２
階
に
移
動

し
、
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

■
社
会
福
祉
課　

福
祉
課
の
高
齢
者
支
援
以

外
の
部
門
を
集
約
し
、
地
域
福
祉
の
推
進
、

生
活
保
護
及
び
障
害
者
支
援
を
集
中
し
て
推

進
し
ま
す
。

■
こ
ど
も
課　

こ
ど
も
の
保
育
、
子
育
て
支

援
等
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
る
こ
ど
も

課
を
、
こ
れ
ま
で
の
１
階
か
ら
２
階
に
移
動

し
ま
す
。

■
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
事
務
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
内
の
健
康
推
進
課
を
「
保
健

セ
ン
タ
ー
」
に
変
更
し
、
課
内
室
と
し
ま
す
。

■
都
市
計
画
課　

都
市
計
画
課
の
都
市
計
画

部
門
と
、
市
街
地
整
備
課
を
統
合
し
、
市
街

地
に
お
け
る
街
づ
く
り
、
区
画
整
理
、
街
路

整
備
等
に
つ
い
て
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

那珂市役所（本庁）案内

湯沸室 

資料室 
書庫 

印刷室 

電算室 

505 
会議室 

504 
会議室 

503 
会議室 

502 
会議室 

機械室 501 
会議室 

機械室 

電話 
交換室 

総務課 
分室 

行財政 
改革 
推進室 

総務課 財政課 

行政 
資料室 

更衣室 

５ 階 

102会議室 

印刷室 保険課 会計課 
機械室 

常陽銀行 

倉庫 

総合案内 

正面玄関 

101 
会議室 

厚生室 
A

相談室 書庫 守衛室 

収納課 

税務課 

女子 
更衣室 

面談室 倉庫 

男子 
更衣室 

書類 
発送室 

清掃員 
控室 

厚生室 
B

機械室 

給湯室 

市民課 

市民相談室 

消費生活センター 

介護長寿課 社会福祉課 

１ 階 

203 
会議室 

202 
会議室 

湯沸室 

市民協働課 こども課 
機械室 第 1 

委員会室 
全員協議会室 

議会事務局 正副 
議長室 

議　　場 議員 
控室 

議長 
応接室 

第 2 
委員会室 

吹　抜 

機械室 
201 
会議室 

農政課 商工観光課 
農業 
委員会 
事務局 更衣室 

資料室 

２ 階 

湯沸室 

庁議室 
防災 
無線室 

機械室 401 
会議室 環境安全課 

機械室 市長 
応接室 

市長室 副市長室 秘書課 企画課 
【公共交通対策室】 

更衣室 

資料室 

４ 階 

湯沸室 

建設課 
【用地室】 

機械室 

機械室 
301 
会議室 

印刷室 資料室 

都市計画課 建築指導課 

更衣室 

資料室 

資料室 

資料室 

３ 階 



４

農業委員会事務局 

会計課 

学校教育課 

生涯学習課 

総務課 

予防課 

警防課 

通信指令室 

東消防署 

西消防署 

下水道課 

水道課 

総務Ｇ 総務課 

業務Ｇ、工務・管理Ｇ 下水道課 

総務Ｇ、工務・管理Ｇ 水道課 

農地Ｇ 農業委員会事務局 

出納Ｇ 

総務・議事Ｇ 

会計課 

予防課 予防Ｇ 

警防課 警防Ｇ 

通信指令室 指令Ｇ 

東消防署 

総務Ｇ、予防Ｇ、警防Ｇ、救急Ｇ、救助Ｇ 

※Ｇは「グループ」を表します 

西消防署 

総務・再編Ｇ、学務・施設Ｇ 

横堀幼稚園、額田幼稚園、菅谷幼稚園、 
菅谷西幼稚園、五台幼稚園、芳野幼稚園 

本米崎小学校、横堀小学校、額田小学校、 
菅谷小学校、菅谷西小学校、菅谷東小学校、 
五台小学校、戸多小学校、芳野小学校、 
木崎小学校、瓜連小学校 

第一中学校、第二中学校、第三中学校、 
第四中学校、瓜連中学校 

学校給食Ｇ 

学校教育課 

指導室 
教育支援センター 
学校給食センター 
瓜連学校給食センター 

社会教育Ｇ 

体育・施設Ｇ 

生涯学習課 
スポーツ振興室 
図書館 
中央公民館 
歴史民俗資料館 

幼稚園 

小学校 

中学校 

管理・サービスＧ 

公民館Ｇ 

歴史民俗Ｇ 

総務Ｇ、予防Ｇ、警防Ｇ、救急Ｇ、救助Ｇ 

■問い合わせ　　総務課総務係　�２９８－１１１１（内線５１４）
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秘書課 

企画課 

総務課 

財政課 

税務課 

収納課 

瓜連支所 

保険課 

介護長寿課 

こども課 

社会福祉課 

商工観光課 

農政課 

建設課 

建築指導課 

都市計画課 

環境安全課 

市民課 

市民協働課 

秘書課 
秘書Ｇ 
市民相談Ｇ 市民相談室 

企画調整Ｇ、市政情報Ｇ 
公共交通対策Ｇ 企画課 公共交通対策室 

総務・法制Ｇ、人事・職員Ｇ 
選挙管理委員会 
監査委員 
固定資産評価審査委員会 
公平委員会 

総務課 

財政Ｇ、契約・管財Ｇ 財政課 

市民税Ｇ、資産税Ｇ 税務課 

収納Ｇ 収納課 

支所窓口Ｇ 瓜連支所 

子育て支援Ｇ 

こども課 
額田保育所 
菅谷保育所 
家庭児童相談室 

地域子育て支援センター 

保険・年金Ｇ 
保険課 保健センター 

高齢者支援Ｇ、介護保険Ｇ 介護長寿課 

生活福祉Ｇ、障害者支援Ｇ 社会福祉課 

健康増進Ｇ、母子保健Ｇ 

商工・企業誘致Ｇ、観光Ｇ 商工観光課 

農業振興Ｇ、水田営農・農村整備Ｇ 農政課 

建設Ｇ、維持管理Ｇ 
建設課 

土地開発公社 
用地室 用地Ｇ 

建築指導Ｇ、住宅・営繕Ｇ 建築指導課 

都市計画Ｇ、都市整備Ｇ 都市計画課 

行財政改革推進Ｇ 

市民協働課 

那珂聖苑 

環境Ｇ、防災・交通Ｇ 
環境安全課 消費生活センター 

戸籍・窓口Ｇ 
総務・管理Ｇ 市民課 

総合センターらぽーる 
ふれあいセンターよしの 
ふれあいセンターごだい 
ふれあいセンターよこぼり 

市民活動Ｇ 
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　平成１９年４月に地方分権推進法が施行され、政府の
地方分権改革推進委員会において、都道府県から市町
村への権限移譲を推進する旨の第１次勧告が出されま
した。
　このような地方分権の推進に伴い、市では茨城県か
らの事務の権限移譲について、平成２１年度に「まちづ
くり特例市」の指定を受け入れ、昨年４月から平成２３
年度にかけて順次受け入れていますが、今年４月から
新たに移譲される事務についてお知らせします。

■「まちづくり特例市」とは

　茨城県では、平成１４年度から独自に「まちづくり特
例市」制度を設け、一定規模（人口５万人）以上の市
を対象とし、自主的・自立的なまちづくりに取り組め
るよう、土地利用や福祉関係の主要事務について包括
的に移譲を進めています。
　那珂市は、平成２１年４月から平成２３年度までの３年
間で１８法令の事務を受け入れます。平成２１年度は５法
令の事務をスタートし、平成２２年度は３法令の事務を
新たに始めます。平成２２年度に移譲される事務内容は
下表のとおりです。

実施時期担当課法　　令主な事務内容

住みよいくらしづくり分野

平成２２年４月環境安全課
家庭用品品質表示法販売事業者に対する立入検査等５事務
消費生活用製品安全法販売事業者に対する立入検査等４事務

活力ある産業づくり分野

平成２２年４月商工観光課中小小売商業振興法商店街整備計画の認定等８事務

まちづくり特例市以外の権限移譲事務
（茨城県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部改正に伴うもの）

平成２２年４月
商工観光課

工場立地法特定工場の新設届出の受理等に関する事務
工場立地の調査等に関する法律特定工場における変更届出の受理等に関する事務

環境安全課水道法専用水道の管理に関する業務委託の届出の受理に
関する事務

平成２１年１２月農業委員会農地法新たに解除条件が付された農地等の賃借権の設定
の許可に関する事務等

※詳細な事務内容、手続き等は、各担当課に
お問い合わください。

「権限移譲」に関する問い合わせ
総務課総務係　�２９８－１１１１（内線５１４）

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く
各
種

申
請
書
へ
の
押
印
の
廃
止
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
が
、
平
成　

年
４
月
か
ら
、
次
の
９
つ
の
申

２２

請
書
に
つ
い
て
も
、
押
印
を
廃
止
し
ま
す
。

■
押
印
を
廃
止
す
る
申
請
書

○
身
体
障
害
者
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
書

○
在
宅
障
害
者
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
申
請
書

○
在
宅
障
害
者
の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
変

更
（
中
止
）
申
請
書

○
那
珂
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
申
請
書

○
市
営
テ
ニ
ス
場
使
用
申
請
書

○
瓜
連
体
育
館
使
用
申
請
書

○
有
料
公
園
施
設
利
用
許
可
申
請
書

○
那
珂
聖
苑
使
用
許
可
申
請
書

○
那
珂
聖
苑
（
死
胎
）
使
用
許
可
申
請
書

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
係

　

�
２
９
８
・
１
１
１
１
（
内
線
５
１
５
）

　

�
２
９
８
・
０
９
４
４



広報なか３月号７

市職
員の
任免
や給
与、
 

勤務
条件
等の
状況
を公
表 

��������������	��
����������������	

　人事行政の公平性と透明性を高めるため、市では市
職員の任免や給与、勤務条件等の状況を公表していま
す。

　今回は、平成２０年度の人事行政の運営等の状況のう
ち、主なものについて公表します。なお、詳しくは市
ホームページまたは市立図書館の行政資料コーナーで
もご覧いただけます。

問い合わせ
総務課人事係
�２９８ー１１１１（内線５１６）

●職員の任免および職員数に関する状況

平成２１年４月１日
職員数（人）

平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日採用・退職者数（人）
区　分 平成２１年３月３１日

退職者数
平成２０年４月１日

職員数
平成２０年４月１日

採用者数
３７７１０３８７　９行 政 職
１００　２１０２　２消 防 職
　１９　１　２０　４技能労務職
４９６１３５０９１５合　計

■職種別職員数および採用・退職者数の状況
※行政職とは一般行政
職、企業職および教育
職を合わせた職員です。
※技能労務職とは、単純
な労務に雇用される職
員で、運転手・給食調
理員等をいいます。

職員数（人）区　分 対前年増減数平成２１年４月１日平成２０年４月１日
▲１１３２４３３５市長部局等
　　０　７２　７２教育委員会
　▲２１００１０２消 防 本 部
▲１３４９６５０９合　計

■任命権者別職員数の状況
※市長部局等には、議会事務局、農業委員会
事務局および企業職が含まれています。
※職員数は常勤の職員で、休職者および派遣
職員を含み、県等との人事交流による受入
者および臨時職員等は含みません。

初任給学　歴区　分
１７２，２００円大学卒一般行政職 １４０，１００円高校卒
１９７，２００円大学卒消 防 職 １５８，１００円高校卒
１３７，２００円高校卒技能労務職

■初任給の状況（平成２０年４月１日現在）

休憩時間勤務終了時間勤務開始時間
午後０時から午後１時まで午後５時１５分午前８時３０分

■勤務時間（平成２１年４月１日現在）

※特別の勤務に従事する職員の勤務時間は異なります。

●職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

●職員の分限処分および懲戒処分の状況
１人分限処分者数
０人懲戒処分者数

●職員の服務の状況
女性職員　７人育児休業の取得者数（新規取得者数）

０人介護休暇の取得者数（新規取得者数）

件　数区　分
０件勤務条件に関する措置の要求
０件不利益処分に関する不服申立

○公平委員会からの報告事項

事業内容主な事業
各種見舞金、祝金、弔慰金等の給付を行う給 付 事 業
各種球技大会、クラブ活動助成、人間ドック受診助成等の実施福 利 厚 生 事 業

○那珂市職員互助会

事業内容主な事業
組合員とその家族の病気・出産・災害等に対して必要な給付を行う短 期 給 付 事 業
組合員の退職・障害・死亡に対して年金または一時金の給付を行う長 期 給 付 事 業
健康の保持増進事業や保養施設の運営、住宅資金の貸付等を行う福 祉 事 業

●職員の福祉および利益の保護の状況
■厚生福利制度
○茨城県市町村共済組合

●職員の給与の状況

平均年齢平均給料月額区　分
４３．５歳３４２，４００円一般行政職
４２．９歳２３０，３００円技能労務職

■平均給料月額および平均年齢（平成２０年４月１日現在）
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バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
循
環
バ
ス
を
見
直
し
、
茨
城
交
通
�
に
よ
る
有

料
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
始
ま
り
ま
す
。
愛
称
は
公
募
の
結
果
、「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
る
身
近
な
足
と
し
て
、「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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循
環
バ
ス
の
愛
称
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
、
親
し
み
の
あ
る
バ
ス
と

な
る
よ
う
、
愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

公
募
の
結
果
、
応
募
総
数　

件
、
応
募

４０

者
数　

人
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
那
珂
市

２６

地
域
公
共
交
通
検
討
委
員
会
に
お
い
て
選

考
し
た
結
果
、
那
珂
市
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ

り
、
覚
え
や
す
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
ひ

ま
わ
り
バ
ス
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�

�
�
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�
�
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�
�
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停
留
所
が
分
か
り
や
す
く
、
目
に
つ
き

や
す
い
よ
う
に
、
ま
た
、
愛
称
の
「
ひ
ま

わ
り
バ
ス
」
に
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま

す
。（
図
１
）

問い
合わせ

企
画
課
企
画
調
整
係　

　

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
３
２
） 図１

※
路
線
や
運
行
時
刻
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
に
配
布
い
た
し
ま
す
、『
ひ
ま
わ

り
バ
ス
時
刻
表
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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■■循環コース時刻表（ひだまり発）循環コース時刻表（ひだまり発）
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■■表１ 地区コースの概要と運行日表１　地区コースの概要と運行日

　

運
行
内
容

運
行
内
容

●
運
行
日
時

　

運
行
日
は
、
月
〜
金
の
週
５
日　

　

土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
運
休
で
す
。

●
運
賃

運
賃
は
、
１
回
の
乗
車
に
つ
き
１
０
０

円
で
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
の
か

た
、
障
害
者
及
び
介
助
人
１
人
は
無
料

で
す
。

※
障
害
者
と
は
…
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
。

●
運
行
コ
ー
ス

【
地
区
コ
ー
ス
】　

全　

コ
ー
ス
を
各
コ
ー

１０

ス
週
２
日
、
１
日
２
往
復
運
行
し
ま
す
。

各
地
区
か
ら
、
市
役
所
を
経
由
し
、
ひ
だ

ま
り
ま
で
、
８
時　

分
ご
ろ
発
の
上
り

３０

便
、　

時　

分
発
の
往
復
便
、　

時
発

１２

４５

１７

の
下
り
の
便
と
な
り
ま
す
。
各
コ
ー
ス

の
概
要
は
表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
循
環
コ
ー
ス
】　

全
３
コ
ー
ス
毎
日
運
行

し
ま
す
。
①
菅
谷
地
内
の
買
物
や
通
院

の
た
め
の
、
市
街
地
を
小
さ
く
回
る
菅

谷
循
環
、
②
菅
谷
・
五
台
地
内
の
買
物

や
通
院
の
た
め
の
、
菅
谷
・
五
台
地
区

を
大
き
く
回
る
五
台
循
環
、
③
し
ど
り

の
湯
、
総
合
公
園
行
き
の
し
ど
り
総
合

公
園
循
環
の
３
コ
ー
ス
で
す
。
時
間
に

よ
っ
て
反
対
回
り
と
な
り
ま
す
。



広報なか３月号９

����

��������	
�	�
　那珂聖苑における公害未然防止のため、那珂聖苑周辺環境整備対策協議会との公害防止協定に基づき、次のとお
り調査結果を公表します。

問い合わせ
那珂聖苑　�３５２－００７３

� 騒音（敷地境界）

２回目結果１回目結果協定基準値項　目
４３dB未満４４dB未満５０dB以下騒 音

●測定日【１回目　７月９日、２回目　１２月１日】

●測定日【１回目 ７月９日、２回目 １２月１日】●測定日【１回目　７月９日、２回目　１２月１日】

� 悪臭（排気筒出口）

２回目結果１回目結果協定基準値項　目
０．２ppm０．３ppm１ppm以下ア ン モ ニ ア

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００２ppm以下メ チ ル メ ル カ プ タ ン
０．０１ppm未満０．０１ppm未満０．０２ppm以下硫 化 水 素
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０１ppm以下硫 化 メ チ ル

０．００２ppm０．００１ppm０．００９ppm以下二 酸 化 メ チ ル
０．０００５ppm未満０．０００５ppm未満０．００５ppm以下ト リ メ チ ル ア ミ ン

０．００３ppm０．００１ppm未満０．０５ppm以下ア セ ト ア ル デ ヒ ド
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０５ppm以下プロピオンアルデヒド
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルブチルアルデヒド
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０２ppm以下イソブチルアルデヒド
０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．００９ppm以下ノルマルバレルアルデヒド
０．０００５ppm未満０．０００５ppm未満０．００３ppm以下イソバレルアルデヒド
０．０１ppm未満０．０１ppm未満０．９ppm以下イ ソ ブ タ ノ ー ル
０．０１ppm未満０．０１ppm未満３ppm以下酢 酸 エ チ ル
０．０１ppm未満０．０４４ppm１ppm以下メチルイソブチルケトン
０．１ppm未満０．１ppm未満１０ppm以下ト ル エ ン
０．０５ppm未満０．０５ppm未満０．４ppm以下ス チ レ ン
０．１ppm未満０．１ppm未満１ppm以下キ シ レ ン

０．００１ppm未満０．００１ppm未満０．０３ppm以下プ ロ ピ オ ン 酸
０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．００１ppm以下ノ ル マ ル 酪 酸
０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．０００９ppm以下ノ ル マ ル 吉 草 酸
０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．０００２ppm未満０．００１ppm以下０．００１ppm以下イ ソ 吉 草 酸

�� 排出ガス（排出筒出口）

２回目結果１回目結果協定基準値項　目
０．００１g/m3N未満０．００１g/m3N未満０．０１g/m3N以下ば い じ ん

３０ppm未満３０ppm未満３０ppm以下硫 黄 酸 化 物
２３ppm１７ppm１００ppm以下窒 素 酸 化 物

３１ppm未満３１ppm未満５０ppm以下塩 化 水 素
０．０２０ng-TEQ/m3N０．１ng-TEQ/m3N以下ダ イ オ キ シ ン 類

●測定日【排気ガス　１回目　７月９日、２回目　１２月１日】【ダイオキシン　９月１５日】
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平
成

年
中
に
お
け
る
救
急
出
場
件
数
は
１
７

　

平
成　

年
中
に
お
け
る
救
急
出
場
件
数
は
１
７

２１２１

１
７
件
で
、
前
年
に
比
べ
て

件
増
加
し
て
い
ま

１
７
件
で
、
前
年
に
比
べ
て　

件
増
加
し
て
い
ま

１４１４

すす
。
こ
れ
を
１
日
当
た
り
で
見
る
と
４
・

。
こ
れ
を
１
日
当
た
り
で
見
る
と
４
・

件

　

件
７０７０

（
前
年
４
・

件
）
で
、
前
年
に
比
べ
０
・

件
増

（
前
年
４
・　

件
）
で
、
前
年
に
比
べ
０
・　

件
増

６７６７

０３０３

加
し
て
い
ま
す
。

加
し
て
い
ま
す
。

救
急
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
８
８
１
件
と
最

　

救
急
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
８
８
１
件
と
最

も
多
く
、
全
体
の
約

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
次

も
多
く
、
全
体
の
約　

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
次

５１５１

い
で
交
通
事
故
の
２
８
８
件
（
全
体
の

％
）、
転

い
で
交
通
事
故
の
２
８
８
件
（
全
体
の　

％
）、
転

１６１６

院
搬
送
の
２
６
７
件
（
全
体
の

％
）
で
す
。

院
搬
送
の
２
６
７
件
（
全
体
の　

％
）
で
す
。

１５１５

ま
た

　

ま
た
、
搬
送
人
員
に
つ
い
て
は
、
一

、
搬
送
人
員
に
つ
い
て
は
、
一
日
平
均

日
平
均

４
・

人
の
か
た
が
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
搬
送

４
・　

人
の
か
た
が
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
搬
送

４５４５

病
院
に
つ
い
て
は
、
管
外
の
病
院
へ

・
２
パ
ー

病
院
に
つ
い
て
は
、
管
外
の
病
院
へ　

・
２
パ
ー

８２８２

セ
ン
ト
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
救
急
救
命

セ
ン
ト
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
救
急
救
命

士
の
救
急
出
場
の
搭
乗
率
は

・
０
パ
ー
セ
ン
ト

士
の
救
急
出
場
の
搭
乗
率
は　

・
０
パ
ー
セ
ン
ト

９８９８

で
す
。

で
す
。

問い合わせ
消防本部警防課　�２９５－２１１１　内線５４

月別救急活動状況

計

そ　　の　　他事　　故　　種　　別
月　
　

別

そ
の
他

資
機
材
搬
送

医
師
搬
送

転
院
搬
送

急　
　

病

自
損
行
為

加　
　

害

一
般
負
傷

運
動
競
技

労
働
災
害

交
通
事
故

水　
　

難

自
然
災
害

火　
　

災

１５１１２４８９２１０２５１月

１０２２１９５３９１２１６２月

１２２２１６５７３１５２１２６３月

１４４１１９７７３１３１２９１４月

１３０６２１６３２８４１２５５月

１２８１７６７７１４２２１６月

１７７３０９３２０３３２８７月

１３７１２４６５２１９４２２８月

１５７３２３７２１３０４２２２９月

１４７２２５６８４２３２３２０１０月

１６６１２９８５１２２０２８１１月

１５６２０９２２１５１２６１２月

１，７１７１９２６７８８１２７２１９６２３１３２８８１計

（件）

（件・人）

一日平均計西消防署東消防署区　分

４．７０１，７１７４４１１，２７６出場件数

４．２５１，５５４４０１１，１５３搬送件数

４．４５１，６２５４２４１，２０１搬送人員

０．４４　１６３　４０　１２３不 搬 送

（人）

現場到着
平均時間計管　外管　内

８分１，２０１　９７５２２６東消防署

８分　４２４　３６１　６３西消防署

８分１，６２５１，３３６２８９計

救急概要 管内・管外搬送別人員件数および現場到着平均時間

　真に緊急を要するかたのた
めに、救急車の適正な利用を
お願いします。
○定期的な通院等において、
タクシー代わりに救急車を
常用することは控えてくだ
さい。

○ 救急車以外に搬送手段が
なく、緊急に医療機関等に
搬送しなければならない場
合は、迷わずすぐに救急車
を要請してください。
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広報なか３月号１１
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平
成　

年
中
に
お
け
る
火
災
件
数
は　

件
で
、

２１

１０

前
年
に
比
べ
る
と　

件
減
少
し
、
火
災
に
よ
る
死

１３

者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が
５
件
中
、
住
宅

火
災
が
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。「
火
災
な
ん
て

自
分
に
は
関
係
な
い
こ
と
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
で
も
そ
れ
は
決
し
て
他
人
事
で
は
な
く
、

ど
こ
の
家
庭
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。
万

一
の
と
き
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
あ
れ
ば
い

ち
早
く
火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
。「
ま
さ

か
！
」
の
住
宅
火
災
で
逃
げ
遅
れ
等
に
よ
る
犠
牲

者
を
な
く
す
た
め
、
あ
な
た
や
家
族
の
尊
い
命
を

守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
早
め
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

出
火
原
因
別
で
は
、
１
位
が
た
き
火
３
件
、
２

位
が
電
灯
・
電
話
等
の
配
線
２
件
で
す
。
た
き
火

は
一
部
の
場
合
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
は
、
空
気
が
乾
燥
し
、
非

常
に
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
に
よ
る
損
害
額
は
、
１
１
７
０
万
円
で
、

前
年
に
比
較
し
て
８
３
３
６
万
円
減
少
し
て
い
ま

す
。

　

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
日
頃
か
ら
近
隣

や
地
域
の
人
と
協
力
し
、
火
災
が
起
き
な
い
ま
た

起
こ
さ
な
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん

の
家
庭
で
も
、
も
う
一
度
火
の
元
を
見
直
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み
か
ら
火
災
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
、
火
災
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問い合わせ
消防本部予防課　�２９５－２１１１　内線２７

（件）
平成２１年平成２０年平成１９年原因別

１２た ば こ
２放 火 の 疑 い

３１０８た き 火
１マッチ・ライター
２こ ん ろ
２放 火

２７電灯・電話等の配線
１電 気 装 置
１風 呂 ・ か ま ど

１焼 却 炉
２排 気 管

１配 線 器 具
１２２ス ト ー ブ

１電 気 機 器
１１溶 接 機・切 断 機
１１そ の 他
１１２不 明 ・ 調 査 中
１０２３２７計

出火原因

（千円）
平成２１年平成２０年平成１９年区　分
１１，７０３９５，０６７４６，６６５損 害 額 合 計
９，８７３９２，８５１４５，２４４建 物 火 災
３３０９１７林 野 火 災
０２，０６６５００車 両 火 災

１，７９７１５０４そ の 他 火 災

３２２６０１２７１ 日 当 た り の
損 害 額

１，１７０４，１３３１，７２８１ 件 当 た り の
損 害 額

０．２０１．６８０．８２市民１人当たりの
損 害 額

０．５６４．６４２．３０１世帯当たりの
損 害 額

損害状況

（件）

総数区分 その他車両林野建物
１月
２月

１１３月
１１２４月

５月
１１６月

７月
１２３８月

１１９月
１０月
１１月

２２１２月
４０１５１０合計件数
４００１０５０割合（％）

平成２１年月別火災発生状況

（件）
平成２１年平成２０年平成１９年区　分
１０２３２７合 計 件 数

出火件数
（件）

５９１４建 物 火 災
１１５林 野 火 災
０４３車 両 火 災
４９５その他火災
１６７全　 焼

焼損棟数
（棟）

１０３半　 焼
２１２部 分 焼
１２２ぼ　 や
８１９４２９６６建物床（m2）

焼損面積 ３４１４８２０５建物表（m2）
５０．４２４林 野（ａ）
００１死　 者死傷者数

（人） ２０１負 傷 者
５９９罹 災 世 帯 数（世帯）
１３２８３２罹 災 人 員　（人）
１．７４．１４．８出 火 率　（％）

火災概況

※「出火率」は、人口１万人当たりの出火件数の割合
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市
で
は
、
平
成　

年
度
に
農
業
振
興
地

２３

域
整
備
計
画
の
見
直
し
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
計
画
の
見
直
し
が

完
了
す
る
平
成　

年
３
月
（
予
定
）
ま
で

２４

農
振
除
外
の
申
し
出
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
具
体
的
な
事
業
計
画
の
あ
る
か

た
は
、
凍
結
前
の
平
成　

年
度　

月
末
日

２２

１０

ま
で
に
農
振
除
外
の
申
出
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
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��������	
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「
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」（
農
振
法
）
で
は
、
概
ね
５
年
ご
と
に

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

優
良
な
農
地
を
保
全
す
る
と
共
に
、
農

業
振
興
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
今

後
、
概
ね　

年
以
上
に
わ
た
り
、
農
業
上

１０

の
利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地
の
区
域
（
農

用
地
区
域
）
及
び
農
業
上
の
用
途
区
分
の

見
直
し
作
業
を
進
め
ま
す
。
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農
用
地
区
域
（
青
地
）
以
外
の
農
業
振

興
地
域
が
白
地
で
す
。

　

農
用
地
区
域
（
青
地
）
は
、
農
業
の
た

め
に
利
用
す
る
土
地
（
農
地
）
を
確
保
す

る
区
域
で
、
原
則
と
し
て
農
業
以
外
の
目

的
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
や
む
を
得

ず
、
農
業
以
外
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、

農
地
転
用
の
許
可
申
請
を
す
る
前
に
、
農

用
地
区
域
（
青
地
）
か
ら
の
除
外
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
農
業
振
興
地
域
に
お
け
る
農
用

地
区
域
か
ら
の
除
外
」
の
こ
と
を
略
し
て

「
農
振
除
外
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
（
例
え
ば
）

　

農
用
地
区
域
に
住
宅
の
建
築
や
敷
地

（
宅
地
）
の
拡
張
、
私
道
を
造
る
場
合

農
振
法
に
基
づ
い
て
、
農
業
の
振
興
を

図
る
た
め
優
良
農
地
と
し
て
守
る
必
要

の
あ
る
農
地
を
農
業
振
興
地
域
内
の
農

用
地
区
域
（
青
地
）
と
し
て
指
定
し
て

い
ま
す
。
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広報なか３月号１３
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那
珂
市
農
政
課
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
出
期

間
の
前
ま
で
に
相
談
を
終
了
す
る
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。　

�
�
�
�
�

　

申
出
が
で
き
る
の
は
、
６
月　

月
の
年

１０

に
２
回
で
す
。

※
除
外
は
お
お
よ
そ
７
か
月
以
上
の
手
続

き
の
期
間
が
か
か
り
ま
す
。
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次
の
５
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
、

更
に
そ
の
他
法
令
（
農
地
法
、
都
市
計
画

法
等
）
の
許
可
が
得
ら
れ
る
見
込
み
が
あ

る
場
合
に
限
り
、
農
振
除
外
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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農政課農業振興係

　　�２９８－１１１１　内線　２３５
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１
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１５

ぽ
ー
る
で
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

講
演
会
が
開
催
。
地
域
の
自
殺
予

防
に
つ
い
て
、
筑
波
大
学
大
学
院

人
間
総
合
科
学
研
究
科
の
太
刀
川

弘
和
医
師
を
講
師
に
、
急
増
し
て

い
る
自
殺
の
現
状
や
至
る
ま
で
の

心
理
状
態
、
危
険
性
な
ど
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
身
近
な
人
が
気
づ
い

て
あ
げ
る
こ
と
で
支
え
と
な
り
、

「
声
を
か
け
る
」と
い
う
簡
単
な
こ

と
で
自
殺
防
止
に
繋
が
る
こ
と
を

皆
さ
ん
は
学
び
ま
し
た
。

　

１
月　

日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１９

ぽ
ー
る
で
、
健
康
づ
く
り
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
落
語
家
・
林
家
う
ん
平

師
匠
を
迎
え
て
「
転
ば
ぬ
先
の
笑

い
と
健
康
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た

講
演
で
は
、
随
所
に
笑
い
を
巧
み

に
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
介
護
を
受

け
な
い
健
康
づ
く
り
を
分
か
り
や

す
く
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
に
は
古
典
落
語
が
披

露
さ
れ
、
満
員
と
な
っ
た
客
席
か

ら
は
、
笑
い
が
巻
き
起
こ
り
楽
し

い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
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「
ど
う
し
た
の
」声
の
か
け
あ
い
気
づ
き
あ
い
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１４

　

４
月
か
ら
戸
多
幼
稚
園
と
木
崎

幼
稚
園
が
芳
野
幼
稚
園
に
統
合
さ

れ
る
の
を
前
に
２
月
８
日
、
芳
野

幼
稚
園
で
園
児
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
と
し
た
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
自
己
紹
介
で
は
ち
ょ
っ
ぴ

り
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち

も
、
イ
ス
取
り
や
じ
ゃ
ん
け
ん
電

車
な
ど
の
遊
び
で
す
っ
か
り
仲
良

く
な
り
お
互
い
に
お
話
し
を
し
た

り
す
る
な
ど
打
ち
解
け
て
い
ま
し

た
。
４
月
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
、

一
緒
に
仲
良
く
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
す
。
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那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部

講
演
会
が
２
月　

日
、
ふ
れ
あ
い

１１

セ
ン
タ
ー
ご
だ
い
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
筑
波
大
学
名
誉
教
授
で
水

戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
取
締
役
お
よ

び
強
化
・
育
成
部
長
の
萩
原
武
久

さ
ん
が
、「
少
年
期
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
指
導
の
あ
り
方
」と
題
し
、

子
ど
も
の
性
格
や
様
子
に
応
じ
て

気
持
ち
を
く
み
と
り
な
が
ら
指
導

に
当
た
る
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演

し
ま
し
た
。
約
１
５
０
人
の
指
導

者
と
育
成
会
の
皆
さ
ん
は
、
す
ぐ

に
で
も
参
考
に
な
る
内
容
に
、
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
６
日
、
茨
城
県
武
道

館
で
、
前
那
珂
市
体
育
協
会

会
長
中
村
健
さ
ん（
写
真
右
）

と
同
副
会
長
武
藤
正
夫
さ
ん

（
写
真
左
）が
茨
城
県
体
育
協

会
長
褒
状
の
体
育
功
労
者
賞
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
平
成
元
年
４
月

か
ら
那
珂
市
体
育
協
会
の
副
会
長

を
、
平
成
７
年
４
月
か
ら
平
成　
２１

年
３
月
ま
で
の
間
会
長
と
し
て
合

わ
せ
て　

年
間
を
務
め
ら
れ
、
ま

２０

た
、
武
藤
さ
ん
は
、
平
成
９
年
１

月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の　

２１

１２

年
間
を
同
じ
く
副
会
長
と
し
て
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
、
卓
越
し
た
指
導
力

と
熱
意
を
持
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の

底
辺
拡
大
と
普
及
の
た
め
献
身
的

に
尽
力
さ
れ
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
多
大
な
貢
献
を
な
さ
れ
ま

し
た
。
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向
山
区
表
向
山
（
神
崎
）
が
平
成　

年
度
コ

２１

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
を
受
け
、
大
太

鼓
・
小
太
鼓
・
投
光
機
な
ど
の
お
祭
り
用
品
の

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
で
行
わ
れ
る
夏
祭
り
に
は
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
、
今
年
度
は
新
し
く
整

備
さ
れ
た
太
鼓
等
の
お
か
げ
で
大
変
な
盛
り
上

が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
今
後
も
お
祭
り
を
と
お

し
て
、
よ
り
一
層
の
信
頼
関
係
や
豊
か
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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問い合わせ／市民活動課

�２９８－１１１１　内線４８４

■向山区表向山（神崎）■向山区表向山（神崎）
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こ
れ
ま
で
市
の
各
部
署
か
ら
支
出
し
て

い
た
各
地
域
へ
の
補
助
金
・
交
付
金
な
ど

を
可
能
な
限
り
整
理
統
合
し
た
新
交
付
金

を
創
設
し
、
各
自
治
会
、
地
区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
活
動
支
援
の
た
め
交
付
し
て

い
き
ま
す
。　

　

こ
れ
か
ら
市
民
活
動
に
取
り
組
も
う
と

す
る
団
体
や
、
す
で
に
活
動
に
取
り
組
ん

で
は
い
る
が
団
体
と
し
て
の
基
盤
が
整
っ

て
い
な
い
な
ど
、
団
体
と
し
て
の
活
動
基

盤
を
整
備
す
る
た
め
団
体
設
立
補
助
制
度

を
創
設
し
て
い
き
ま
す
。

◆
協
働
事
業
を
広
げ
る
た
め
、
市
民
自
治

組
織
や
市
民
活
動
団
体
の
創
意
工
夫
に
よ

る
公
益
性
の
高
い
事
業
提
案
を
促
進
し
、

地
域
の
課
題
解
決
に
結
び
つ
け
る
提
案
型

補
助
制
度
を
創
設
し
て
い
き
ま
す
。　

◆
自
治
活
動
や
市
民
活
動
中
の
事
故
に
対

す
る
補
償
制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
が
安
心
し
て
市
民
活
動
な
ど
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
市
民
活
動
保
険
制
度

を
創
設
し
て
い
き
ま
す
。
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区
制
度
か
ら
自
治
会
制
度
へ
移
行
す
る

に
あ
た
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
自
立
化
で
き
る

よ
う
、
市
と
市
民
自
治
組
織
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
市
職
員
の
地
域
担
当
制
度
を
導
入

し
て
い
き
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
で
あ
る
、

市
民
自
治
組
織
へ
の
移
行
は
、
平
成　

年
２２

度
の
１
年
間
を
移
行
準
備
期
間
と
し
、
平

成　

年
４
月
に
市
内
一
斉
に
移
行
す
る
予

２３
定
で
す
。

　

移
行
準
備
期
間
で
あ
る
平
成　

年
度
当

２２

初
に
は
、
区
代
表
、
分
館
代
表
、
市
民
活

動
団
体
や
各
種
団
体
の
代
表
を
構
成
員
と

し
、
各
地
区
に
移
行
準
備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
自
治
会
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
設
立
準
備
に
取
り
掛
か
る
予
定
で
す
。

　

９
回
に
わ
た
り
「
市
民
と
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
特
集
で
ご
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、
市
、
市
民
、
市
民
自
治

組
織
、
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
、
役
割
を
理
解
し
、
と
も
に

手
を
取
り
な
が
ら
「
那
珂
市
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
指
針
」
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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小
田
倉
一
翔
さ
ん
（
本
米
崎
小
１

年
）
が
、
第　

回
火
災
予
防
ポ
ス

２７

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
橋
本
昌
県
知
事
が
会

長
を
務
め
る
茨
城
県
幼
少
年
婦
人
防

火
委
員
会
が
主
催
す
る
コ
ン
ク
ー
ル

で
、
県
内
小
・
中
学
校
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
３
５
０
５
作
品
の
中
か
ら
、

厳
正
な
審
査
の
も
と
、「
小
学
校
低
学

年
の
部
」
で
最
優
秀
賞
作
品
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
２
月　

日
に
茨
城
県
庁

１７

で
行
わ
れ
、
県
知
事
か
ら
小
田
倉
さ

ん
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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し
て
、
地
域
住
民
に
対
し
て
献
身
的

に
尽
く
さ
れ
、
平
成　

年
か
ら
は
那

１７

珂
市
連
合
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
会
長
と
し
て
那
珂
市
の
福
祉
向
上

に
尽
力
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
種
審

議
会
等
の
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
市
政

の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
名
瀬
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら

５８

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
市
民
が

健
康
で
明
る
く
元
気
に
暮
ら
せ
る
た

め
に
活
動
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
那
珂

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
設
立

に
尽
力
し
、
会
長
と
し
て
市
民
の
健

康
増
進
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
那
珂
よ
さ
こ
い
連
の
設
立
に
も

力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
那
珂
市
民
の
歌
等
制
定
委
員
会

委
員
を
務
め
た
ほ
か
、「
那
珂
市
民
音

頭
」の
振
り
付
け
に
尽
力
す
る
な
ど
、

那
珂
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

茨
城
県
市
長
会
自
治
功
労
者
表
彰

式
が
２
月　

日
、
茨
城
県
市
町
村
会

１０

館
で
行
わ
れ
、
那
珂
市
か
ら
民
間
自

治
功
労
者
と
し
て
、
�
田
義
雄
さ
ん

（
戸
）
と
木
名
瀬
貴
久
子
さ
ん
（
額
田

南
郷
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

�
田
さ
ん
は
、
平
成
７
年　

月
か

１２

ら
現
在
ま
で
民
生
委
員
児
童
委
員
と

��������
���������

��������	
��
��������	
�����

��������	

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



１６

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　

古
徳
地
区
防
犯
部
員
懇
談
会
が

２
月　

日
、
古
徳
公
民
館
で
行
わ

１４

れ
ま
し
た
。
平
成　

年
か
ら
児
童

１８

の
下
校
時
に
毎
日
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
続
け
て
い
る
皆
さ
ん

は
、
那
珂
警
察
署
お
よ
び
瓜
連
駐

在
所
の
警
察
官
か
ら
管
内
の
治
安

情
勢
や
振
り
込
め
詐
欺
被
害
の
実

態
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
は
、「
気
軽
に
、

気
長
に
、
危
険
な
く
」、
地
域
ぐ
る

み
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見

守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

永
井
組
合
（
額
田
東
郷
）
の
皆

さ
ん
が
２
月　

日
、　

日
、　

日

１１

１３

１４

に
総
出
で
、
道
路
に
張
り
出
し
た

木
々
を
伐
採
す
る
作
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
女
性
の
皆
さ
ん
が

「
さ
ざ
ん
か
の
会
」と
し
て
定
期
的

に
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
永
井

地
区
。
今
回
は
、
お
父
さ
ん
が
た

が
重
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
駆
使

し
、
力
を
合
わ
せ
て
大
木
の
数
々

を
切
り
倒
し
ま
し
た
。
地
域
の
懸

案
だ
っ
た
防
犯
面
や
交
通
面
も
格

段
に
向
上
し
、
一
致
団
結
に
よ
り

大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
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那
珂
市
文
化
協
会
主
催
の
新
春

落
語
会
が
１
月　

日
、
中
央
公
民

２９

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
瀧
川
鯉

斗
さ
ん
が
落
語
を
、
ロ
ケ
ッ
ト
団

の
２
人
が
漫
才
を
そ
れ
ぞ
れ
披
露

し
、
軽
や
か
な
ト
ー
ク
で
会
場
を

和
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
テ

レ
ビ
系
列
「
笑
点
」
で
も
お
馴
染

み
の
三
遊
亭
小
遊
三
さ
ん（
写
真
）

が
登
場
す
る
と
会
場
は
一
層
の
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
観
客

の
皆
さ
ん
は
、
落
語
の
世
界
を
楽

し
み
な
が
ら
、
心
の
底
か
ら
笑
え

る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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２
月　

日
は
、
茨
城
県
公
共

１７

交
通
活
性
化
会
議
が
実
施
す
る

「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
い
ば
ら
き

〜
マ
イ
カ
ー
利
用
を
控
え
る
日
」。

こ
の
運
動
は
、
マ
イ
カ
ー
利
用
を

控
え
て
、
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
公
共
交
通
の
利
用
者
を
増

や
し
、
便
数
増
や
料
金
の
値
下
げ

な
ど
便
利
で
快
適
な
公
共
交
通
体

系
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
運
動
で

す
。
こ
の
日
に
先
立
ち
２
月　
１５

日
、
小
宅
市
長
も
徒
歩
で
自
宅
か

ら
市
役
所
本
庁
舎
ま
で
通
勤
し
、

同
運
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
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災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
普
段
か
ら
災
害

に
備
え
て
い
こ
う
と
２
月　

日
、

１４

白
河
内
自
主
防
災
会
が
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
消
火
器
を
使
っ
た

消
火
訓
練
の
ほ
か
、
起
震
車
に
よ

る
大
地
震
を
想
定
し
た
訓
練
、
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
、

災
害
に
対
す
る
心
構
え
を
身
に
つ

け
ま
し
た
。
こ
の
防
災
訓
練
を
と

お
し
て
、
地
域
と
し
て
の
防
災
体

制
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
ま
し

た
。

　

映
画
「
桜
田
門
外
ノ
変
」
の
撮

影
が
２
月　

日
に
市
内
で
行
わ
れ

１７

ま
し
た
。
俳
優
の
生
瀬
勝
久
さ

ん
、
須
賀
健
太
さ
ん
ほ
か
、
エ
キ

ス
ト
ラ
の
か
た
が
た
が
撮
影
場
所

で
あ
る
県
民
の
森
マ
ツ
見
本
林
を

訪
れ
、
映
画
化
支
援
の
会
の
か
た

が
見
守
る
中
、
制
作
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
に
よ
っ
て
撮
影
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
映
画「
桜
田
門
外
ノ
変
」

は
県
内
各
地
で
ロ
ケ
を
行
う
茨
城

発
の
映
画
と
し
て
今
秋
公
開
を
予

定
し
、
現
在
撮
影
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
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１
月　

日
に
歴
史
民
俗
資
料
館

２４

で
開
催
さ
れ
た
歴
史
講
演
会
の

テ
ー
マ
は
、
映
画
化
で
話
題
の

「
桜
田
門
外
の
変
と
那
珂
市
域
の

人
々
」。
こ
の
事
変
に
は
、
那
珂

市
域
か
ら
斎
藤
監
物
と
海
後
磋
磯

之
介
が
出
て
い
る
だ
け
に
市
民
の

関
心
も
高
く
、
混
迷
し
た
幕
末
の

政
治
的
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
市

内
に
伝
わ
る
関
係
文
書
や
旧
家
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
参
加

し
た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
時

勢
に
対
し
て
真
剣
に
向
き
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
の

２０

政
府
担
当
者
５
人
が
、
視
察
先
の

一
つ
と
し
て
農
業
活
動
拠
点
施
設

「
芳
野
農
産
工
房
」を
訪
れ
ま
し
た
。

　

タ
ン
ザ
ニ
ア
国
の
農
業
開
発
の

た
め
、ジ
ャ
イ
カ
が
招
致
し
日
本
の

農
業
・
農
村
開
発
計
画
、
策
定
や
仕

組
み
、
補
助
事
業
制
度
等
の
研
修

に
当
た
り
、
農
村
振
興
総
合
整
備

事
業「
芳
野
地
区
」と
し
て
住
民
が

参
画
し
て
進
め
て
き
た
概
要
を
学

び
ま
し
た
。
芳
野
地
区
で
培
わ
れ

て
き
た
経
験
や
知
識
が
海
を
越
え

ア
フ
リ
カ
の
地
で
生
か
さ
れ
ま
す
。
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１８

１月１５日～２月１４日（敬称略）

�����

���������	
�� � 人の動き �

那珂市の人口（２月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，６４６人 （－１０）
　女　　　２８，４７１人 （－１０）
　計　　　５６，１１７人 （－２０）
世帯数　　２０，７１２世帯 （　０）

○出生　２７人
○死亡　５１人

（１月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，７００人

　（平成２２年１月末現在・
 前月比１３人減少）
○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億５，３３２万円

　（平成２２年１月・
 前月比４，４４４万円減少）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします。

ぴっぴお話の会　南波　哲龍
 ５，０５５円
社会福祉法人ナザレ園 ２０，０００円
切手・テレカボランティア　ポピー
 １１，８５０円
野木　利三郎  １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしていま
す。 �２９８－８８８１

市税の納付には、便利で安心確実な「口座振替」をご
利用ください。

●手続方法／市内の金融機関・郵便局には、那珂市専用
の「市税等口座振替依頼書」が用意してありますので、
預貯金通帳、届け出印鑑を用意して、口座振替を行う
各金融機関・郵便局（ゆうちょ銀行）の窓口で申し込
み手続きをしてください。

●振替開始／口座振替の登録が完了すると、市から「口
座振替開始通知」のはがきを送付します。

口座振替が開始されるまでには、金融機関での申し込
み手続き後、１～２か月かかりますので、余裕をもっ
て手続きをしてください。
※現在、市県民税、固定資産税・都市計画税の口座振替
を申し込まれているかたで、「口座振替区分（期別振替・
全期前納振替）の変更」をご希望のかたは、市役所
（本庁）収納課の窓口で、「市税口座振替区分変更届」
の手続きを３月中に行ってください。

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
４期３期２期１期市県民税（普通徴収）

４期３期２期１期固定資産税・都市計画税
全期軽自動車税

８期７期６期５期４期３期２期１期国民健康保険税（普通徴収）
８期７期６期５期４期３期２期１期後期高齢者医療保険料（普通徴収）
６期５期４期３期２期1期介護保険料（普通徴収）

■平成２２年度市税等の納期のおしらせ　　　問い合わせ／市収納課管理係　�２９８－１１１１　内線１７４・１７５

※　固定資産税は償却資産を含みます。
※　各納期限は月の末日（１２月は２７日）です。ただし、納期限が土・日曜日、祝日に当たるときはその翌日となります。

■市税の納付は口座振替で

土金木水火月日

３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８

３０２９２８２７２６２５

休館日

��������
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広報なか３月号１９

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL

　http://www.city.naka.lg.jp

●メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月３回（ただし、

５月、８月、１月は月２回））を発

行しています。このコーナーでは

その一部を掲載していますが、

「おしらせ版」も併せてご覧くだ

さい。

日時／４月２７日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（本庁）　１階　相談室
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ

さい。
申し込み・問い合わせ／

市秘書課市民相談室

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／４月７日（水）、１４日（水）、
　　２１日（水）、２８日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（市総合保健福祉

センター「ひだまり」内）　�２９８－８８８１

法律相談

４日　小野瀬医院 （後台）
�２９５－２２２１

１１日　那珂記念クリニック （中台）
 �３５３－２８００
１８日　ののがき脳神経外科クリニック
 （中台）

�３５２－０５５５
２５日　塙内科消化器科 （後台）

�２９５－２１１０
２９日　諸岡医院 （瓜連）
 �２９６－１１２３

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ずお持ちください。
※診療時間外は、茨城県救急医療情
報コントロールセンター（県メ
ディカルセンター内）へお問い合
わせください。 �２４１－４１９９

心配ごと相談

��������

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

　平成１６年１月から２期６年の永
きにわたり人権擁護委員を務めら
れた中庭純さんに、法務大臣から
感謝状が贈られました。
　中庭さんは、法務局や市役所で
開設される人権相談で数々の人権
問題に応える相談員として、また
人権啓発活動などをとおして、人
権の擁護と人権思想の普及高揚に
尽力されました。

����������

��������	

　那珂高等学校JRC部の皆さんが
２月１０日にゆたか園、２月１２日に
ナザレ園にそれぞれ車いす１台を
寄贈しました。
　「地域のお年寄りが少しでも快
適な生活を送れるよう、交流のあ
る福祉施設に車いすを寄贈したい
と、昨年９月と１２月に街頭募金活
動を行いました。これからも地域
や社会、世界のために自分たちが
何ができるかを考え、行動してい
きたいです」と部長の生田目悠雅
さんは話してくれました。

��������	
�
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２０

����

■材料（２人分）
とりひき肉 …………………１００ｇ　　　　　
じゃがいも …………………２０ｇ　　　　　
にんじん ……………………１０ｇ　　　　　
ねぎ …………………………２０ｇ　　　　　
しいたけ ……………………３０ｇ　　　　　
卵 ……………………………１／２個　　　　
塩 ……………………………少々　　　　　
こしょう ……………………少々　　　　　
かたくり粉 …………………小さじ１／２　　
サラダ油 ……………………適量　　　　　
青しそ ………………………数枚　　　　　
しめじ ………………………４０ｇ　　　　　
しょうゆ ……………………小さじ１／２　　
ケチャップ …………………小さじ１　　　
水 ……………………………大さじ１　　　
砂糖 …………………………小さじ１／２　　
水溶きかたくり粉 …………少々　　　　　

■作り方
①じゃがいもの皮をむき、ゆでてつぶす。
②しいたけ、にんじん、ねぎをみじん切りに
する。

③①と②の材料と、とりひき肉をボールにい
れ、塩、卵、コショウ、かたくり粉を入れ
よく混ぜ、２つに分けて形をつくる。

④フライパンを熱してからサラダ油をひき、
③の両面を弱火でよく焼く。焼きあがる頃
にしめじを入れて火をとおす。

⑤Ａを混ぜてタレをつくる。
⑥器に青しそを敷き、ハンバーグにタレをか
けて、しめじを添える。

��������	

ヘルスメイトさんが作る健康料理�

Ａ

�
�
�
�
�
�
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■ハンバーグの中に野菜が入っていますの
で栄養もバランスよく取れます。タレを
たくさんかけますとおいしいですよ。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

五台（高齢食部会）

安田恭子さん

��������	��������	
������������������

　 男 と 女 輝いて生きるトーク＆コ
ひと ひと

ンサート（主催：那珂市、女性ネッ
トワークなか）が１月２４日、総合
センターらぽーるで行われまし
た。
　第１部では、市民代表発表とし
て、元医療法人青燈会看護部長で
水戸市医師会看護専門学院講師の
深澤祥子さん（菅谷）が、介護医
療に携わった経験から、「いつまで
もいきいきと生きるために大切な
こと」について講演しました。講
演では、「幸せ感」が認知症の人の
みならず健康な人にも良い影響を
与えることなど心と脳の関係に触
れ、来場者から高い関心が集まっ

ていました。終盤には、介護予防
の体操を全員で行い、体を使って
学びました。
　続く第２部では、歌手の芹洋子
さんが登場し、透きとおった清楚
な歌声で、四季を綴ったメドレー
をはじめ、「坊がつる讃歌」、「四季
の歌」等を会場いっぱいに響かせ
ました。歌の合間にはさむトーク
でも、ユーモアを交え来場者の心
をつかんだ芹さん。「幼少期に聞
いた母親の歌声が心の中にずっと
息づいています」と、歌の持つ力
と親子のコミュニケーションの大
切さをやさしく語りかけました。
　中盤では、那珂ふるさと大使の
宮下敏子さんが登壇し、芹さんと
一緒に那珂市民の歌「輝く未来へ」
を歌うと、会場のかたがたも声を
あわせて斉唱し、一体感に満ちた
コンサートになりました。

������������
��������	��������	

　１月２７日、芳野小学校で公開授
業が行われました。
　１年生の生活科の授業では、芳
野地区の敬老会、女性部、保護者
等のみなさんの協力で、昔あそび
をしました。持ち寄られた手作り
の竹馬、お手玉等を始め、あやと
り、コマ、はねつき、紙飛行機な
ど１０種類以上の遊びを教わりなが
ら一緒に楽しみ、子どもたちは満
面の笑みで地域のかたとふれ合い
ました。

　また、６年生は伝統音楽体験学
習で和太鼓を習うと、保護者や地
域のかた、全児童を前に、元気な
「ソーリャ」の掛け声とともに、力
強く息の合った演奏を披露しまし
た。そして、今回、指導をした創
作和太鼓「 来  舞 」の演奏もあり、

らい ぶ

洗練された迫力ある鼓動が打ち鳴
らされ、心身に響く演奏会となり
ました。

み
ん
な
で
挑
戦

み
ん
な
で
挑
戦
��

昔
遊
び

昔
遊
び

■深澤祥子さん■深澤祥子さん

■芹洋子さん■芹洋子さん

堂々披露 和太鼓演奏会堂々披露　和太鼓演奏会

���� ����



広報なか３月号２１

杉 

小
泉　
　

悠 

健

菅
谷 

大
森　
　

慶
弥 

勝
昭

住
所　
　
　

氏
名 

年
齢

中
台 

後
藤　
　

明 

　

歳
８１

静 

黒
澤　
　

ゆ
き
の 

　

歳
９６

瓜
連 

加
納　
　

ま
さ
い 

　

歳
８８

額
田
北
郷 

岩
佐　
　

や
ゑ 

　

歳
９２

北
酒
出 

鈴
木　
　

正
夫 

　

歳
６８

菅
谷 

小
澤　
　

ま
つ
の 

　

歳
９６

中
台 

石
川　
　

麻
由
子 

　

歳
３６

鴻
巣 

寺
門　
　

ち
よ 

　

歳
７７

額
田
東
郷 

長
須　
　

甲
子 

　

歳
８５

中
里 

寺
門　
　

操 

　

歳
９７

額
田
東
郷 

樫
村　
　

し
の 

　

歳
９０

中
里 

綿
引　
　

よ
し 

　

歳
８７

瓜
連 

綿
引　
　

う
た 

　

歳
９５

菅
谷 

鈴
木　
　

や
ゑ 

　

歳
７４

菅
谷 

笠
島　
　

榮
雄 

　

歳
７９

額
田
北
郷 

戸
�　
　

き
ぬ
子 

　

歳
８３

東
木
倉 

後
藤　
　

� 

　

歳
７７

戸 

川
和
田　

一
二
三 

　

歳
８１

額
田
南
郷 

鈴
木　
　

や
ゑ
子 

　

歳
８４

古
徳 

大
曽
根　

し
つ
ゑ 

　

歳
８２

額
田
南
郷 

井
上　
　

ま
り
子 

　

歳
５５

菅
谷 

中
野　
　

和
子 

　

歳
４７

飯
田 

佐
藤　
　

純
夫 

　

歳
８４

門
部 

藤
田　
　

冨
� 

　

歳
９２

菅
谷 

大
森　
　

清 

　

歳
８９

鴻
巣 

吽
野　
　

き
ん 

　

歳
９６

菅
谷 

中
村　
　

か
つ
代 

　

歳
６５

杉 

圷　
　
　

ふ
ゆ 

　

歳
８７

菅
谷 

中
村　
　

岩
男 

　

歳
８７

竹
ノ
内 

野
木　
　

豊
子 

　

歳
７７

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

後
台 

白
�　
　

壮
介 

和
彦

中
台 

和
地　
　

葵 

康
哲

瓜
連 

永
原　
　

蒼 

章
好

戸 

福
田　
　

心
羽 

健
太
郎
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を
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　２月２８日曲がり屋で、女性ネッ
トワークなか主催の雛のつるし飾
りまつりが開催されました。市民
手作りの飾りが、市内には約６，０００
個、そのうち曲がり屋には約２，５００
個が飾られ、訪れた人々の目を楽

しませました。また、つるし飾り
作り体験や、七運汁、焼きそば、
おしるこ、みるくけんちん汁、小
物販売、龍ヶ崎の名物まいんコロ
ッケなど、女性団体が出店し華や
かなおまつりになりました。 
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